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高齢化社会において高齢者の主体的な地域活動への参加を促進することは彼ら自身の生活をより良

いものにするだけでなく、同じ地域に居住する他の世代の人々にとっても価値がある。近年は

COVID-19 の影響もあり、人同士のつながりが希薄化している。これに伴い、高齢者の主体的な地域

活動を支えるような地方自治体やコミュニティが有する支援機能が失われ、居住している場所から外

に出ない高齢者が増えた。こうした背景により、社会から隔絶された高齢者はますます増加の一途を

辿っている。 

このような課題に対して、高齢者の主体性を助けるような機能を持つコミュニティのあり方や、施設

および住居のあり方といった環境の視点から様々な研究が行われてきた。しかし、地域に住まう高齢

者の活動や生活は多種多様であり、その全容を掴み切るに至れてはいない。そのため、個々人に可能

な活動レベルを把握した上でどのように適切なサポートを行えば良いかを論じるにあたり、高齢者の

生活実態および彼らが持つ関係性のネットワークについて把握することは必要不可欠である。 

そこで本研究では、高齢者の地域での生活実態と彼らが持つ関係性のネットワークについて明らかに

するため、日本の特定の地域に住まう高齢者を対象に半構造化面接を行った。また、面接の分析結果

を用いて地域に存在する福祉施設や公共施設、事業所など、高齢者が定期的な活動の場として活用し

ている地域資源のマッピングを行った。分析を通じて、 

1. 地域に住まう高齢者同士が築いている関係性のネットワークについて、高齢者によって複数のコ

ミュニティを有する場合とそうでない場合があること 

2. コミュニティによって規定される役割意識が彼らの地域活動への積極性に影響していたこと 

3. 高齢者がこうした地域活動で築く関係性とは別に、居住地の近接性に依存した関係性も存在する

こと 

が明らかとなった。以上の結果から、高齢者の孤立状態を自治体や福祉事業者が把握するためにはこ

のような関係性を基点とした高齢者の築く多様な地域生活や、人間関係の類型を把握していく必要が

あるという考察を行った。 
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